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  〈幼稚園教育〉 

幼児が表現する楽しさを味わい、主体的に活動するための環境構成と援助の工夫 

～いろいろな素材を使った製作活動を通して～ 
                           

南風原町立南風原幼稚園教諭  嘉 数 正 悟 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  近年、少子化や核家族化、都市化、情報化などの社会の急激な変化に伴い、地域社会や家庭における 

 子育て環境が変化している。また、平成２７年度から「子ども子育て支援新制度」が実施されたこと 

 により、質の高い幼児教育を提供することが一層求められている。中央教育審議会（平成 28年 12月） 

 では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の一つに「感じたことや思い巡らしたりしたことを自分 

 で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりして、表現する喜びを味わい、意欲が高まるよう 

 になる」と示している。幼児期は、身近な周囲の環境にかかわり、直接的・具体的な体験を様々に表現 

 することで感性や創造性などが豊かになっていく時期である。そのため、幼児が工夫したり考えたりし 

 ながら、イメージしたものを創り出していくための環境構成と援助の工夫が必要だと考える。 

  幼稚園教育要領の領域「表現」のねらいの中に、「生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽し 

 む」とあり、ねらいを達成するために指導する事項である内容のひとつに「いろいろな素材に親しみ、 

 工夫して遊ぶ」とある。これは、幼児が表現する活動に取り組んでいく中で、いろいろな素材を遊びの 

 中に取り込み、表現の素材とすることが必要であるととらえる。そして、一つの素材についていろいろ 

 な使い方をしたり、いろいろな素材で工夫して作ったりする中で、その素材の特性を知り、それを生か 

 した使い方に気付いていくことができる。空き箱や食品のトレーなどの身近な素材や、木の枝や葉、木 

 の実などの自然物など、いろいろな素材を使って製作活動を行うことで、身近な素材の特性や使い方を 

 知ることができ、表現の幅が広がり、表現する楽しさを味わうことができると考える。また、幼児が主 

 体性を発揮して活動を展開していくためには、教師主導の一方的な保育の展開ではなく、活動の主体で 

 ある幼児の立場に立った保育の展開が必要であると考える。 

  これまでの保育実践では、製作活動を通して表現することを楽しめるように環境構成や援助を行って 

 きた。しかし、自分の思いやイメージをなかなか表現出来ずにいる幼児や、表現が深まらなかったり、 

 広がらなかったりする幼児の姿があり、課題を感じていた。これは、環境構成が不十分で幼児にとって 

 かかわりたくなる環境となっていなかった事や、教師主導の活動の展開になってしまっていたため、表 

 現することを十分に楽しむことが出来ていなかったと考える。 

  そこで本研究では、幼児が表現する楽しさを味わい、主体的に活動するための環境構成と援助につい 

 て研究を進めていきたい。そのために、いろいろな素材を使った製作活動を行うことで、幼児が素材の 

 特性を知り、試行錯誤していく中で表現の幅が広がり、表現する楽しさを味わえるような環境構成と援 

 助の工夫を行う。そして、表現する楽しさを繰り返し味わわせ、友達や教師など周りの人に認められる 

 ことで、表現する意欲へつなげ主体的に活動するための環境構成と援助の工夫を探っていきたいと考え、 

 本テーマを設定した。 

Ⅱ 研究目標 

  いろいろな素材を使った製作活動を通して、幼児が表現する楽しさを味わい主体的に活動するための 

 環境構成と援助の工夫を探る。  
Ⅲ 研究の方法 
 １ 感性と表現に関する領域「表現」についての理論研究 

 ２ 幼児が主体性を発揮し、表現する楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫 

 ３ いろいろな素材を使っての製作活動を取り入れた保育実践 
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Ⅳ 研究の構想図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保育改善の継続的な実施 
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研究テーマ 

幼児が表現する楽しさを味わい、主体的に活動するための環境構成と援助の工夫 

～いろいろな素材を使った製作活動を通して～ 

研究目標 

いろいろな素材を使った製作活動を通して、幼児が表現する楽しさを味わい、主体的に活動す

るための環境構成と援助の工夫を探る。 

保育の見直し 

・幼児が興味・関心をもち、表現するため 

 の環境構成 

・幼児の思いを読み取り、表現を広げたり 

 深めたりするための援助 

研究方法 

・感性と表現に関する領域「表現」についての理論 

 研究 

・幼児が主体性を発揮し、表現する楽しさを味わう

ための環境構成と援助の工夫 

・いろいろな素材を使った製作活動を取り入れた保

育実践 

研究内容 

・幼児が表現する楽しさを味わい、主体的 

 に活動するためには 

・環境構成と援助の工夫 

・いろいろな素材を使っての製作活動 

・保育実践 

研究のまとめ 

〇成果と課題の把握   〇改善点の明確化 

幼児の実態 

・いろいろな素材を使って遊ぶ姿は見られ 

 るが、自分の作りたい物をイメージした 

 り、製作の幅が広がらず、表現が深まら 

 ない幼児がいる。 
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Ⅴ  研究内容 
 １ 幼児が表現する楽しさを味わい、主体的に活動するためには 
  (1) 表現とは 

    榎沢（2006）は表現について「内面（内的世界）を目に見える形にして外的世界にあらわすこと 

   である。すなわち、思ったり、感じたり、考えたりしたこと、これらは目に見えないものであるが、 

   それらを誰もが見ることのできる形にして提示することである」と述べている。幼児は生活の中で 

   様々なことを感じ、心を動かしている。そのような心の動きを表現する経験を重ねることで、表現 

   する力を養い、創造性を豊かにしていくと共に、充実感を得ている。また、自分の内面を表現する 

   ことを楽しんだり、表現することで友達や周囲との関係が生まれることを楽しんだりもする。本研 

   究では、幼児が表現しようとする意欲を受け止め、認めたり、時には一緒に考えたりしながら、幼 

   児が様々な表現を楽しむことができるようにしていく。 

  (2) 主体的に活動するとは 

    榎沢(2006)は「自発的な遊びにおいて、子どもは主体的に生きることができるのである。そして、 

   毎日の生活において、主体的に生きることが十分になされることにより、主体性がしだいに育まれ 

   ていくのである」と述べている。つまり、毎日の生活の中で幼児が「何だろうか」「どうなっている 

   のだろうか」「面白そう」というような興味・関心を抱き、自ら環境にかかわっていくことが必要で 

   ある。そして、興味・関心を抱くような環境に幼児自らかかわり、興味・関心を存分に追求し満足 

   感や充実感を得ることで、幼児の活動意欲を高め、主体的な態度が培われていくと考える。 

    図１は、幼児が自ら環境にかかわって活動する際の心の動きを表したものである。 

 

図１ 活動する際の幼児の心の動き 

 ２ 環境構成と援助の工夫について 

  (1) 環境構成について 

   幼稚園教育要領第３章「一般的な留意事項」に「環境は、具体的なねらいを達成するために適切 

  なものとなるように構成し、幼児が自らその環境にかかわることにより様々な活動を展開しつつ必 

  要な体験を得られるようにすること」とある。また、幼稚園教育要領解説「幼児の主体的な活動と 

  環境の構成」に「幼児が主体的に活動を行うことができるか否かは環境がどのように構成されてい 

  るかによって大きく左右される」とある。つまり、教師は幼児が興味・関心をもち、思わずかかわ 

  りたくなるようなものや、人、事柄があり、意味のある体験をすることができるように適切に環境 

  を構成することが必要である。また、環境を構成する際には、幼児一人一人の発達をとらえ、遊具 

  や用具、素材などの様々な要素が遊びを通して幼児の発達にどう影響するのかを考えることを基本 

  とするとしている。 

  (2) 教師の援助について 

   幼稚園教育要領第３章「一般的な留意事項」の中で「幼児の主体的な活動を促すためには、教師 

  が多様な関わりをもつことが重要であることを踏まえ、教師は、理解者、共同作業者など様々な役 

身
近
な
環
境
に
出
会
う
、
気
付
く 

何だろう !?

面白そう 

興
味
・
関
心
を
も
つ 

 

○○みたい 

楽しそう 

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
、
広
げ
る 

次は何をし

ようかな？ 

取
り
入
れ
る
、
試
し
、
工
夫
す
る 

やってみよう 

こうかな!? 

満
足
感
、
充
実
感
を
味
わ
う 

できたぁ 

楽しかった 

意
欲
を
も
つ
、
主
体
的
な
態
度 



4 

  割を果たし、幼児の発達に必要な豊かな体験が得られるよう、活動の場面に応じて、適切な指導を 

  行うようにすること。」と示されている。幼稚園教育において、教師の担う役割は重要であることを 

  踏まえ、活動の理解者、共同作業者、憧れを形成するモデル、援助を行う等の様々な役割を表１に 

  まとめる。 

表１ 教師の役割と実際のかかわり 

活動の理解者 ・幼児一人一人のこれまでの活動や頑張りを把握、理解する。 

・幼児が表現したものを認め、表現する過程も含めて褒める。 

協同作業者 ・幼児の表現したいものを表現する方法を一緒に考える。 

・幼児と一緒に製作し、作品を使って一緒に遊びを楽しむ。 

憧れを形成するモデル ・教師も一緒に表現しながら遊び、楽しむ。 

・幼児が「楽しそう」「やってみたい」と思えるような、きっかけとしての 

 存在。 

援助を行う ・一人一人の状況に応じて、手伝ったり見守ったりするなどの必要な援助を 

 行う。 

・幼児と一緒に遊んだり作ったりしていく中で、友達の表現の良さに気付き 

 認められるような雰囲気作りをする。 

 

 ３ いろいろな素材を使っての製作活動について 

  (1) いろいろな素材について 

   幼稚園教育要領の領域「表現」の内容(５)に「いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ」とあり、 

  幼稚園教育要領解説に、「幼児は、思わぬものを遊びの中に取り込み、表現の素材とすることがある。 

  また、例えば、木の枝や空き箱をいろいろに見立てたり、組み合わせを楽しんだりして、自分なり 

  の表現の素材とすることもある」とある。幼児は、いろいろなものを工夫して作っていく中で、素 

  材の特性を知り、それを生かした使い方に気付いていく。利用できる素材を用意することによって 

  幼児がいろいろな素材に親しみ、表現を楽しむことができるととらえる。また、作品が完成した時 

  には、達成感が得られるとともに、遊びの中で使うことで作品に愛着を感じ、大事にしようとする 

  気持ちが芽生える。いろいろな素材にかかわる多様な体験は、表現の幅を広げ、表現する意欲や想 

  像力を育てる上で重要であると考える。 

    (2) 製作活動について 

    幼稚園教育要領解説に「幼児は、毎日の生活の中で、身近な周囲の環境とかかわりながら、そこ 

   に限りない不思議さや面白さなどを見付け（中略）感性と表現する力を養い、創造性を豊かにして 

   いく。」と示されている。幼児は、表現する活動の中で内面に蓄えられた様々な事象や情景を思い浮 

   かべ想像の世界を楽しんでいる。製作活動で表現することで、幼児の表現が作品として残り、幼児 

   が自分の行ったことを見て分かり、充実感や満足感を味わうことができる。また、作品を通して友 

   達同士でイメージを伝え合ったり、共有したりするきっかけともなり友達や教師に自分の作品を受 

   け止められ、認められることで満足感を得て、主体的に活動するようになる。 

 

Ⅵ  研究の実際 
 １ 検証保育 （１回目１２月１日） 「自分なりに工夫して製作を楽しむ」 

  (1) 設定理由 

    これまでの製作活動では、教師主導の活動の展開になってしまったり、環境構成が不十分だった。    

   また、幼児が作りたいものを選んで作れる環境ではなかったり、自分なりに考え、工夫しながら製 

   作活動に取り組める展開となっていなかった。 

    そこで、今回の検証保育では、いろいろな素材を用意し、幼児が自分なりに考え工夫しながら自
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分が作りたいものを作れるよう環境構成を行う。また、幼児が製作活動を行っていく中で、教師が

幼児の製作した作品や、製作に取り組んでいる過程を認め、褒めることで幼児が表現する喜びを感

じられるように援助の工夫をしていきたいと考え設定した。 

  (2) 保育のねらい 

   ①いろいろな素材を使い、自分なりに工夫しながら製作を楽しむ。 

   (3) 検証のねらい 

   ①幼児が自分なりに表現する楽しさを味わい、充実感を味わうための環境構成と援助の工夫を検証 

    する。 

  (4) 検証の流れ 

月 

日 

保育の 
ねらい 

幼児の姿 
○環境構成 

△課題 

★教師の援助 

△課題 

12 

月 

１ 

日 

(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いろいろな素材 

 を使い自分な 

 りに工夫しな 

 がら製作を楽 

 しむ。 

・いろいろな素材の中から、自分の作りたい物 

 をイメージしたり、使いたい素材からイメー 

 ジしたりしながら製作活動に取り組んでい 

 る。 

    

・幼児なりのこだわりをもって、試行錯誤しな 

 がら、ヘリコプターを製作している。 

     

・大きな段ボールに入り込んで遊ぶことで、友 

 達同士でビックリ箱という共通のイメージ 

 をもっている。 

   

○段ボールや空き箱、ラ

ップの芯やトイレッ

トペーパーの芯、毛

糸、ペットボトルな

ど、いろいろな素材を

用意した。 

 

○製作活動をしながら、

幼児と一緒に必要な

素材を考え、新たに提

示した。 

 

○幼児が、作ったものを

友達や教師に伝えた

り、他の幼児の作った

ものを知ることので

きる場を設定した。 

（振り返りタイムの設定） 

 

△幼児が製作したいも

のを作るための十分

な素材を準備する。 

★幼児の活動の様子を観察したり、 

 会話をしながら幼児の思いを言 

 葉で確認し、幼児の作っている作 

 品や、作っている過程を認め、褒 

 めた。 

 

 

★製作活動をしながら、幼児と一緒 

 に必要な素材を考えた。 

 

 

 

★振り返りタイムでは、幼児の表現 

 したイメージを受け止め、認めた 

 り褒めたりしながら、幼児が製作 

 した作品のイメージを友達に伝 

 えられるように言葉を添えなが 

 ら援助した。 

 

△幼児が製作した作品のイメージ 

 を友達同士で互いに気付き、表現 

 した思いを知るための言葉かけ 

 が不十分であった。 

（考察） 

・製作したい作品を幼児が選んで作ったり、使いたい素材から製作するもののイメージをもって、それぞれ自分なりに考えたり

工夫したりしながら製作活動を行うことが出来た。 

・製作する様子を見守ったり、作っている作品への思いを言葉で確認したりする中で、製作している過程を認めたり褒めたりし

たことで、製作活動を楽しみ、満足感を味わうことができた。 

・振り返りタイムを設け、幼児の作品や、作品に対する思いを友達や教師に伝え、認められたことで、満足感や充実感を味わい

次の活動意欲へとつながった。 

（改善点） 

・素材・教材の種類や数の準備が不十分であった。 

・製作活動を行っていく中で、幼児が製作している作品や、作ろうとしてイメージしているものを友達に知らせたり、共有した 

 りすることのできる援助の工夫が不十分であった。 
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 ２ 検証保育 （２回目 12月 20日～22日） 「クリスマスを飾ろう」 

  (1) 設定理由 

    前回の検証保育では、いろいろな素材を使い幼児が自分なりのイメージを形にして表現できるよ 

   うに環境構成や援助を行った。その結果、幼児が自分なりに考え、工夫しながら製作することを楽 

   しんでいる姿が見られた。しかし、素材の種類や数、幼児が友達の作品や友達の表現したい思いに 

   気付くための教師の援助が不十分であったため、思うように製作することができない幼児の姿があ 

   った。また、友達の作品や、友達が作ろうとしているもののイメージを知ったり共有したりするた 

   めの援助に課題が残った。 

    12月に入り、幼稚園ではクリスマスを楽しみにしている会話が聞こえている。今回の検証保育で 

   は、幼児がクリスマスに対する自分のイメージを表現したり、友達とイメージを共有し一緒に表現 

   したりしながら、互いの表現を認めあうことで表現する楽しさを味わえるように環境構成と援助の 

   工夫をしたいと考え設定した。 

  (2) 保育のねらい 

   ①いろいろな素材に触れ、自分のイメージを表現する。 

   ②自分で表現したり、友達の表現に触れたりして、様々な表現の仕方を知る。 

   ③互いの表現を認め合いながら、表現する楽しさを味わう。 

    ④クリスマスツリーを飾る事を楽しみ、クリスマスの雰囲気を楽しむ。 

  (3) 検証のねらい 

   ①自分で表現したり、友達の表現に触れたりし、認め合うことで表現する楽しさを味わえるような 

    環境構成と援助の工夫を検証する。 

   ②幼児が自分の思いを表現し、友達とイメージを共有し、一緒に表現をしながら互いの表現を認め 

    合うための環境構成と援助の工夫を検証する。 

   (4) 検証の流れ 

 

月 

日 

 
保育の 
ねらい 

    

    幼児の姿 
○環境構成 

△課題 

★教師の援助 

△課題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12        

 月 

 20 

 日 

 (水) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いろいろ 

 な素材に 

 触れ、自 

 分のイメ 

 ージを表 

 現する。 

・クリスマスリース作りでは、自分 

 の好きな色のカラービニールを 

 組み合わせて、リース作りに取り 

 組んでいる。 

  
 

・ミニツリー作りでは、松ぼっくり 

 に、好きな色のビーズを付けて、 

 自分だけのミニツリーを作って 

 いる。また、「雪も降ってる」と、 

 綿を使い自分なりにイメージを 

 広げている。 

 

 
 

・友達に作り方を聞いたり、教えて 

 もらったりしながらリースやミ 

 ニツリーを製作している。 

○幼児が好きな色を組み合わせてク

リマスリースを作れるように、い

ろいろな色のカラービニールを用

意した。 

 

○松ぼっくりのミニツリー作りで

は、事前の幼児との会話の中から、

ツリーのイメージを聞き、銀色を

つけた松ぼっくりと、色のついて

いない松ぼっくりを用意した。 

 

○傘型のミニツリー用のペットボト

ルのキャップ、紙粘土やストロー、

カラーケントを用意した。 

 

 

★教師も一緒に作りなが 

 ら、一人で作ることが 

 難しい幼児には、友達 

 と協力して作るように 

 言葉をかけ、必要に応 

 じて援助を行った。 

★松ぼっくりのミニツリ 

 ーを作っている幼児と 

 会話をしながら、ツリ 

 ーに対するイメージを 

 引き出していく。幼児 

 の「雪」という言葉か 

 ら、白い素材をいくつ 

 か提示し、幼児のイメ 

 ージに合う素材を選ば 

 せた。 

 

 

 

△三つ編みや、ビーズで 

 の飾りなど、幼児の製 

 作の援助が多くなって 

 しまい、幼児の思いを 

 聞いたり、周りの友達 

 に伝えたりする教師の 

 言葉かけが不十分であ 

 った。 
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  12 

  月 

  21 

  日 

 (木) 

 

 

 

 

 

・自分で表 

 現したり 

 友達の表 

 現に触れ 

 たりして  

 様々な表 

 現の仕方 

 を知る。 

・クリスマスツリー作りでは、ちぎ 

 ったカラーケントを、幼児なりに 

 おばけや動物などに見立て、友達 

 と会話を楽しみながら製作をし 

 ている。 

 

 
 

・オーナメント作りでは、「どうや 

 って作ったの？」と友達の作品に 

 興味をもち、教えてもらいながら 

 自分なりの作品を製作している。 

○大きな段ボール、緑の

カ ラ ー ケ ン ト を 用 意

し、保育室に置いてお

いた。  

 

○ 自 分 な り の 表 現 が で

きるように、いろいろ

な 素 材 を 用 意 し 取 り

組む時間を確保した。 

 

△ 教 師 の イ メ ー ジ の 中

だ け で の 素 材 の 準 備

になってしまい、幼児

の イ メ ー ジ を 十 分 に

表 現 で き る よ う な 環

境 構 成 が 不 十 分 で あ

った。  

★幼児と一緒にツリーを

作りながら、ツリーに

対するイメージを聞い

ていく。 

 

★一人一人の作った作品

や、製作する過程を認

めたり、必要に応じて

手伝ったりする。 

 

 

 

 

 

  12 

  月 

  22 

  日 

 (金) 

 

・互いの表 

 現を認め 

 合いなが 

 ら、表現 

 する楽し 

 さを味わ 

 う。 

 

・クリスマ 

 スツリー 

 を飾る事 

 を楽しみ 

 クリスマ 

 スの雰囲 

 気を楽し 

 む。 

・ツリーを飾り付けながら、一番上 

 の星が無い事に気付き、段ボール 

 や折り紙で星を作っている。 

・完成したツリーに、幼児が製作 

 したオーナメントを飾り付け、 

 全員で作り上げたことで、「おぉ 

 ～、出来たぁ」と歓声が上がり、 

 出来上がった喜びを全員で味わ 

 っている。 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリーを囲んでみんなで踊る中 

 で、幼児の嬉しそうな笑顔や楽し 

 そうに踊る姿が見られる。 

（ジングルベル、サンタが町にやっ 

 てきた）  

○段ボールや画用紙、折り紙 

 など、星を作るのに使えそ

うな素材を準備した。 

 

○全員で大きな円を作り、そ

の中心に完成したツリーを

置き、全員からよく見える

ようにした。 

 
 

△オーナメントをツリーへ飾

るために、たこ糸を使った

が、糸が細く幼児にとって

扱いが難しく、飾る作業に

時間がかかってしまった。 

★幼児の気付きに共感し 

 認めながら、星を作る 

 ために必要な素材を聞 

 いたりして一緒に考え 

 る。 

★幼児と一緒に、ツリー 

 が完成した喜びを共感 

 し、幼児の頑張りを認 

 め褒めた。 

 

（考察） 

・幼児が作りたいものを製作できるように、いろいろな素材を用意したことで幼児が自分のイメージを表現したり、作り

たいもののイメージを友達と共有したりしながら製作活動を楽しむことへとつながった。 

・製作活動を進めていく中で、必要な素材や試したい素材を幼児との会話の中で考えられるように言葉をかけることで、

幼児が友達と一緒に考えたり、使い方を試したりしながら製作を進め、達成感を味わわせることができた。 

・友達と協力したり、教えあったりする機会を作ったことで、幼児が自分以外の作品にも触れる機会になり、友達同士が

認め合うことの出来る場になった。 

（改善点） 

・教師のイメージだけで素材を準備するのではなく、幼児が様々なイメージを表現できるような素材を用意しておく。 

・幼児が満足感や充実感を味わうため、製作している過程をできるだけ具体的な言葉で褒める。 

・素材を準備する際に、幼児にとって扱いやすい物であるか、少し援助が必要な物であるのかを精査して準備をする。 
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 ３ 検証保育 （３回目１月 24日～26日） 「正月遊びのおもちゃを作ろう」 

  (1) 設定理由 

    前回の検証保育では、幼児が興味・関心をもっているクリスマスツリーやオーナメント作りを行

い、幼児なりに考えながら製作をしている姿や工夫している様子、製作し表現することを楽しんで

いる姿が見られた。しかし、リース作りの三つ編みや、オーナメントを飾るためのたこ糸など、幼

児にとって扱いにくい素材があったため、教師の細かい援助や、飾るまでに時間がかかりすぎてし

まい、遊びの流れが途切れてしまったという課題が残った。今回の検証保育では、遊びの流れが途

切れないようにするため、幼児が自分で切ったり丸めたりするなどのことができる扱いやすい素材 

   を用意する。 

    新年を迎え、幼稚園でもこま回しやすごろく、けん玉や羽子板などの正月遊びを楽しんでいる幼

児の姿が見られる。いろいろな素材を使って、幼児が試行錯誤しながら正月遊びのおもちゃを作り、

更に、完成した作品で遊んだり友達や教師に紹介したりする中で、認められたり褒められたりし、

幼児が表現する楽しさを味わい主体的に活動するための環境構成と援助の工夫をしていきたいと考

え、設定した。     

  (2) 保育のねらい 

①自分なりに試行錯誤しながら、正月遊びのおもちゃ作りを楽しむ。 

②友達と教え合ったり、力を合わせたりしながら製作することを楽しむ。 

③製作した作品を使い、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

④遊びを楽しむ中で、もっと良い作品にするために試行錯誤する。 

  (3) 検証のねらい 

①幼児一人一人が自分の作りたい物を製作し、表現する事を楽しめるような環境構成と援助の工夫 

 を検証する。 

②友達の表現に気付き、認め合う事で満足感や充実感を味わい、次の活動意欲へとつなげるための 

環境構成と援助の工夫を検証する。 

  (4) 検証の流れ 

月 

日 
保育の 

ねらい 

    

    幼児の姿 ○環境構成 ★教師の援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

 月 

 24 

 日 

 (水) 

 

 

 

 

 

 

 

・自分なりに 

 試行錯誤 

 しながら、 

 正月遊び 

 のおもち 

 ゃ作りを 

 楽しむ。 

・友達と一緒に数人ずつでグルー  

 プになり、すごろくを作り始める。 

 

・友達と相談しながら、すごろくの 

 マスや「いっかいやすみ」などの 

 言葉を書いている。 

・進むマス以外の白い部分に、絵を 

 描いている。友達と会話をしなが 

 らイメージを共有し、「幼稚園すご 

 ろく」「白雪姫すごろく」などを作 

 っている。 

 

・手回しこまのコーナーでは、作っ 

 たこまを回そうと試行錯誤する幼 

 児や、こまをいくつも作っている 

 幼児がいる。 

○すごろく、手回しこま、羽子 

 板の正月遊びのおもちゃ製 

 作コーナーを設けた。 

 

○模造紙を友達と囲んで取り 

 組めるように、すごろく作り 

 コーナーのスペースを大き 

 く確保した。 

 

 

 

 

 

 

○手回しこまコーナーには段 

 ボールや厚紙を用意した。 

★すごろく作りのコーナ 

 ーでは、スタートとゴ 

 ールの位置や道順を幼 

 児同士で話して決めら 

 れるように「すごろく 

 って、最初はどこから 

 始まるかな？」などの 

 言葉をかける。「ここの 

 白い所は何かに使う?」 

 と、マスや道以外の白 

 紙部分にも気付かせる 

 よう言葉をかける。 

 

 

 

 ★手回しこまコーナー 

 では、一緒に作って回 

 したり、上手く回る作 

 り方や回し方を幼児と 

 一緒に考えたりした。 
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  １ 

  月 

  25 

  日 

 (木) 

 

 

 

 

・友達と教え 

 合ったり、 

 力を合わ 

 せたりし 

 ながら製 

 作するこ 

 とを楽し 

 む。 

・作ったこまを回し、上手く回る 

 こまと回らないこまの違いを比  

 べたり、回し方を考えたりして 

 いる。 

 

・作ったすごろくを使って遊ぶ中 

 で、気付いた事を友達と共有し 

 一緒に考えながら直している。 

 

 

・作ったおもちゃを使って遊んだ 

 り、遊んでいる友達に作り方を 

 聞いたりしながら、新しいもの 

 を自分で作っていた。 

○手作りこまコーナーで、厚紙

を円く切った見本を提示し、 

 段ボール以外でも作れる事

に気付けるようにした。 

 

○必要な素材や教材を幼児と確

認しながら用意し、提示した。 

 

 

 

○作り終えた幼児が遊べるよ

うに、スペースを確保してお

いた。 

★厚紙でのコマの作り方 

 を教えながら、上手く 

 回るこまを作るにはど 

 うしたら良いか、一緒 

 に考えていった。 

★幼児の気付きに共感し 

 認めながら、もっと良 

 いものにするために 

 は、どうしたら良いか 

 一緒に考えた。 

★幼児が作った作品で一 

 緒に遊びながら、作品 

 を認める言葉をかけた 

 り、幼児の頑張りを友 

 達に伝えて気付かせた 

 りしていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 

  月 

  26 

  日 

 (金) 

 

 

・製作した作 

 品を使い、 

 友達と一 

 緒に遊ぶ 

 楽しさを 

 味わう。 

 

 

 

・遊びを楽し 

 む中で、も 

 っと良い 

 作品にす 

 るために 

 試行錯誤 

 する。 

・製作したおもちゃで友達と一緒 

 に遊んだり、新しく作ったおも 

 ちゃで遊んでいた。 

 

・手作りけん玉で遊んでいる友達 

 を見て、「自分も作りたい」と作 

 り始めていた。 

 

 

 

・手回しゴマに興味があるが、回 

 す場所が分からず困っている幼 

 児もいた。 

 

 

・友達と一緒に羽子板作りをし、 

 アイディアを出したり、褒めた 

 りしながら製作をしていた。 

○作ったおもちゃで遊べるス 

 ペースを確保しておく。 

 

 
○手回しごまを回す場所をビ 

 ニールテープで囲み、分かり 

 やすいようにした。 

 

 

★「何で作る！？」と、 

 素材選びから幼児が行 

 えるようにし、自分の 

 力で最後まで作れるよ 

 うにした。 

★手回しごまに必要な素 

 材を幼児と一緒に考 

 え、「どうやったら上手 

 く回りそう？」と言葉 

 をかけ、幼児なりのア 

 イディアを引き出して 

 いった。 

 

 

 

★製作した羽子板を認め 

 ながら、「可愛い羽子板 

 ができそうだね」と言 

 葉をかけ、幼児なりの 

 飾りのアイディアを引 

 き出していった。 

（考察） 

・幼児が、自分で切ったり丸めたりするなどの扱いやすい素材を用意したことで、自分の作りたいものを、それぞれの

幼児が自分で試したり、考えたりしながら製作に取り組むことができた。 

・製作活動をする中で、必要な素材を幼児と一緒に考え、新たに用意することで幼児の作りたいものが、より具現化し 

 製作する喜びや、完成した達成感を味わう事へとつながった。 

・幼児の作品や、作品に対する思いが友達や教師に認められることで、自信へとつながり、「もっと作りたい」「次は、

これを作る」という次の活動意欲へとつながった。 

（改善点） 

・一日目の朝の集まりの時に、先に模造紙を提示してしまったことで、「すごろくを作る」と幼児が意識してしまい、教 

 師主導になった。活動を始める時に話す内容や言葉、新たな素材を使う時に提示の仕方を改善する必要がある。 

・幼児が、製作活動で作った作品を紹介するための場の工夫が必要である。 

・幼児が、充実感や達成感を更に味わうことの出来るように「振り返りタイム」の改善をしていく。 
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５ 個別の変容 

  いろいろな素材を使った製作活動を通して保育実践を重ねる中で、幼児が製作する楽しさを味わい、 

 主体的に活動する姿において、特に変容のあった幼児の様子について下記にまとめる。 

   Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

 

 

幼
児
の
姿  

・製作活動を行う時に、自ら作り 

 たいものを製作する姿が、見ら 

 れなかった。 

 

・製作する作品に自信が持てず、 

 友達や教師に紹介している姿 

 が見られなかった。 

・自分のもっているイメージを自ら 

 進んで表現する姿が少なかった。 

 

 

・友達と一緒に製作を行い、作った 

 仲間だけでイメージを共有するこ 

 とが多かった。 

・製作を含め、いろいろな事が上 

 手であるが、自分の作品を友達 

 や教師に見せて説明したり、全 

 体の場で発表したりする事に消 

 極的であった。 

 

 

○
教
師
の
援
助 

★
環
境
構
成 

・会話をしながら少しずつ思いを 

 引き出し、表現出来るように援 

 助しながら一緒に製作活動を 

 行っていった。 

・作品だけでなく、作っている過 

 程の頑張りも認め、自信をもて 

 るように援助を行っていった。 

・いろいろな素材を用意して様々な 

 表現活動が出来るように環境構成 

 を行っていった。また、会話をし 

 ながら作品のイメージを聞き、素 

 材について相談や提案をした。 

・製作している様子を見守り、Ｃ 

 児の工夫している所を確認した 

 り読み取ったりしながら、周り 

 の友達に伝え、認められる場を 

 作るようにしていった。（振り返 

 りタイムでの発表） 

 
 

事
後
の
変
容 

・「これを作りたい」というイメ 

 ージをもち、自ら製作に取り組 

 む姿が見られるようになった。 

・作りながら「○○作ってる」と 

 話したり、出来上がった作品を 

 嬉しそうに「出来たよ」と、教 

 えてくれるようになった。 

・自分の製作したい物を、試しなが 

 ら作ろうとするようになった。製 

 作しながら友達に「○○を使って 

 みよう」と提案したり、教師に「○ 

 ○が欲しい」と要求したりするよ 

 うになった。 

・全体の場でも友達と一緒に、自分 

 の作品を紹介するようになった。 

 

・自らの作りたい物を工夫しなが 

 ら製作し、作りながら友達や教 

 師に製作物について話をするよ 

 うになった。また、振り返りタ 

 イムでも自ら発表する事が出来 

 るようになった。 

《考察》 

・幼児が表現する楽しさを味わい、その表現を周りの友達や教師に認められたことで、次の活動意欲につなが 

 った。 

・いろいろな素材を用意したことで、幼児の製作の幅が広がり、製作する中で「どの素材を使って作ろうか」 

 「この素材を使って何を作ろうか」と、幼児なりに考え、試したり工夫したりする姿が増えた。 

・製作することが苦手であった幼児には、会話をしながら少しずつ思いを確認し、製作するものや素材を提示 

 しながら一緒に製作活動を行っていったことで、少しずつ自ら作りたいものを製作することが出来るように 

 なった。 

・教師が幼児と一緒に製作活動をする中で、幼児が製作したいものについて会話をしながら確認し、製作して 

 いる過程を認めたり、褒めたりしてきた。表現する過程を教師に認められたり、褒められたりすることで、 

 少しずつ自信につながり、自分の作品や製作しているものを友達や教師に自ら伝えられるようになった。 

・振り返りタイムで、製作した作品や、作品に対する思いを自分の言葉で伝え、友達や教師に認められる経験 

 をしたことで、充実感や満足感を味わい、次の活動意欲へとつながった。 

 

 

 

検証前 

検証後 
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Ⅶ  研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 幼児が表現する楽しさを味わうことが出来るように、いろいろな素材を準備したことで、幼 

   児が自分なりに考えたり試したり、友達と相談したりしながら、主体的に製作活動を行うこと 

   ができた。 

  (2) 幼児の作品や、製作している過程を認める言葉をかけることで、幼児が満足感や充実感を味 

   わい次の活動意欲へとつながった。 

  (3) 振り返りタイムで、作品の紹介や、作品に対する思いを発表してもらったことで、友達の思 

   いを知り、認め合うことができる場を作ることができた。 

  (4) 友達に作品を認められたことで、充実感や満足感を味わうことができ、自信へつながった。 

  (5) 友達に認められたり、教師に褒められたりしたことで、活動意欲へつながり、幼稚園生活に 

   主体的に取り組む姿が見られるようになった。 

 

 ２ 今後の課題 

  (1) 幼児が自ら表現し、表現する楽しさを味わうためには、事前準備・環境構成の工夫、改善が 

   必要である。 

  (2) 製作活動をしていく中で、教師が幼児の心に寄り添った援助ができるように、幼児の姿の読 

   み取りや会話の中での言葉から、行っていく援助の見直し・改善が必要である。 

  (3) 幼児が主体性を更に発揮できるようにするため、振り返りタイムでの言葉かけを改善してい 

   きたい。 
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